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コーティング肥料と

グラジオラスの球根養成

大阪府立大学農学部
花き研究室・農学博士

今西英L;.1i~

グラジオラスは純白から黄，桃，赤は更なり，その中

間色に青，紫から緑に近い色まで，その色調は濃淡，絞

りと変化に富み，花噌用，切花用として春植え球根類中

では最も多く生産されている。ここでは，主産地・茨城

県での球根養成の概要と，施肥の問題を絡介してみるの

グラジオラスでは栄養繁殖器官として，球茎のほかに

木子とよばれる子球が，球茎の基部にかたまって多数着

生する(第1図)0 3月下旬から 4月上旬に，この木子を種

球として植え付け，秋まで肥培して，市販の大きさの球

茎が養成される。種球として用いる木子は，小さいもの

では直径4--5刷，大きし4ものでも10鵬程度である。秋

の収穫直後の木子は発芽に好適な温度，水分を与えても

まったく発芽せず，深い体眠状態にある。

木子の休眠打破は低温によ 第 l図ゲラジオラスの

り促されるため，冬季間乾燥 。収種時の地下部器官

貯蔵を続けるうちに自然低温

をうけて，木子はしだいに休

眠から覚醒し，春の播種時に

は，ほとんどの品種でよく発

芽するようになる。なかには

発芽の悪い品種もあるが，木

子を包む外皮を剥げば，よく

発芽することから，外皮が発

芽抑制の原因となっているこ

とが多い。実際栽培では，発

芽の良好な品種トラベラなど

では10a当り60t，発芽の悪い品種へクターでは 100--

120 tと播種量を増して，適正株数を確保している。

畑は連作を避けて数年の輪栽とし，播種前にDDまた

はEDBによる土壌消毒が必ず行われる。管理用の作業

機の巾にあわせて溝を45cmと広くとり，播巾は 36cmと

し，第 1表に示すような施肥基準で，元肥を播巾に施用

し土とよく混合する。木子は予じめ， ベンレート剤の

500--600(;1'液に 2~3 時間浸漬消毒し，陰干し後， 播種

，fi前にはEPBP剤(エスセブン)を粉衣して，土壌宮虫の

食富を防いでいる。播種後は 5--6 cmの覆土をし，除草

剤CATを|副場全面に散布する。

5月になると発芽がみられるが，発芽後の生育経過は

第2図のようである。葉数は 9日に 1枚の:'JU合で増加

第2図 発芽後の生育経過(品樋プロフェッサーグードリ アン〉
5月12日従6-10%‘の不子を矯種
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し， 葉長の増大は開花時まで続く。 5葉WJに述すると，

茎頂では花穂が分化を始め，下から上へ順に小花が 6--

10花形成され，その4週後には，最も平く分化した最一卜.

位の第 1小花が雌ずい形成}切に遣する。

この後，花茎は急速に伸長し， 10--11 ~長展開後出穂，

開花に至る。実際栽培での開花率は，播種した木子が大

きいほど高く，また品種により著しく異なる。この間，

病虫害防除の薬剤散布，混種・ウィルス躍病株の抜きと
咽・・・・・・・・・・田鍋・・圃酬・・・・・開園町・m ・ー・・・"・・・・・圃凶・・・_.ー・・"・ー.-・・M・・・・"“・・・-・‘
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(2) 第三種郵便物認可 農 業

第 2衰 慣行区施肥法(品種トラ ベラ)1偽当たり切り，中耕・除草・土寄せ・追肥などの作業が実施され

る。また開花株は第 1小花を残して摘花する。

新球茎の肥大は出穂時まで徐々に進み， 8月上旬の出

穂から開花時にかけては一時停滞し，その後急速に進

み， 10月には大球となって収穫される。

木子の着生は比較的早く， 4葉期にすでにみとめられ

るが，その数は開花期以後に急激に増加する。このとき

着生した木子を翌年の種球として，球根養成は毎年繰返

される。また新球茎の基部より，けん引恨とよばれる多

肉の不定根が普通2葉期以後発生し，開花時までその数

が増えつづけ，数本形成される。

このような生育過程を経て球根が生産される訳である

が，けん引根発生時には種球としての木子はすでに萎縮

してお り，種球からの養分供給は短期間に限られる。そ

の後の生育は，根より吸収される肥料要素によってお

り，施肥の良否は増収をはかる重要なポイントとなる。

第 1:衰 施肥例 (品種へFター)10a当たり

施肥期 肥 半・千 1'， 地肥量
成 う〉

N P K 

元肥 2Jl下旬 普土石灰 60-80kg kg 

3 Jl.I'匂j 化成オールマイティ 100 12.0 8.0 10.0 
(12-8ー10)

ライオン400 80 3.2 8.0 8.0 
(4 -10-10) 

サミ ソ卜燐肥 60 10.2 

キゼライト水溶1't:斉:1 20 

;f1杷(発 6月 化成オールマイティ 20 2.4 1.6 2.0 
芽tnijいH

ライオン400 20 0.8 2.0 2.0 

7 JJ-トイ，) I孟化JJ日里 20 12.0 

化成(3-10-10 20 0.6 2.0 2.0 
作柄によ って宅素

成分を謝幣)

実際栽培での施肥例は，先に示したとおり(第1表)，窒

素成分で10a当り 19k9と多肥であるが，実際には降雨に

と 科 昭和53年 3月 l日学

肥料名

追肥は化成7月初旬，塩加 7月中旬

第 3図慣行区 (左側〉 と NF-l00区 (右側)の

発芽時の状態

第 4図慣行区 (左側)と NF100区 (右側)の

生育状態

第 3表 慣行施肥区とコーティンゲ肥料区との問

における収量の比較 (品種ト ラベ ラ)

より流亡する量も多いと考えられる。そこで，降雨によ|施 肥

る流亡少なく，濃度障害の心配がないコーティング肥料

を用いて，現地圃場で試験を行った。

コーティング肥料は燐碕安加盟S55?(15ー15-12)に特殊な樹脂加工を

施したもので"一定期間内にほぼ直線的に，小しずつ肥料が溶出する特性 掘上げ調査は各区0.6m'ずつ2反復で9月30日実施

をもっている. 各区の一郎を鍋上げ，収量を調査した結果と，実際の収量が第 3表である.

訟般に用いたNF-l∞とは，理諭上は25・Cの畑状態で施用後1∞日間， コーティング肥料区では収穫球数が，慣行区に比べ 20%前後増えたが，

NF-18Oは 180日間で， それぞれ肥料が溶出しきることになっている.慣 全体の収量はやや低くなっている.これは 4等以下の小ままが多くなったた

行区は第Hlに示すとおりの施肥であった.これに対しコーティング肥料 めである(第 5図).実際の収量も. ::rーティ ング肥料区で大球が減って

区は，窒素成分でその70%を元肥で与えた.元肥は矯巾に施肥され. 4月 中 ~IJ;地加しており，傾向は同じである.

13~14日に品種トラベラの木子が， lOa当り601の割合で矯種された. 収穫球数が多いことは，発芽個体が多かったことを意味し，発芽が早か

まず最初の反応はヨーティング肥料区の発芽が，慣行区に比べ 1週間早 ったことも考えあわせると，発芽段階ではコーティ ング肥料区の方が優っ

くなったことである(第3図).これは多分，慣行区では元肥の化成肥料 ていたことになる.裏返せば，慣行区では元肥として与えた肥料が過剰と

がききすぎて，発線障害事をもたらし，その結果，発芽が遅れたのではなか なり，この時期には，抑制的に作用したとみなせる.しかしながら，発芽

ろうか.その後の生育には区間差が殆んど留められず，開花期にも違いは 個体数が噌すと密植になりすぎ. t車合のため，生育が抑えられる株が多く

みられなかった(第4図).収電車道期の9月30日に，生脊差のみられない なったと考えられる. (次頁下段へ続<)
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コーティング肥料による

菊の栽培について
愛知県・赤羽町農業
協同組合指導主任

杉原 孝
はじめに

赤羽担町の';豆JV:¥1#j'栽l古ーは52年度miHl約 130ha; 'tl;t額

約26億円が見込まれる施設岡京の代表'l'F{tiJで、ある。1-11荷

は11月から翌 3月までで， 2月から 3月がにークであ

る。産地としての!悲史は古く，そのため土壌の忠化等が

円立ち，近年で、は切花品質がI1:Jわれるようにな'ってきた。

地域の気候はきわめてi/;JI暖であるが，冬j切にはこの

地方の名物とまでなっている空'っ風が吹きぬける何日

で，風さえなければ加慌の必要がないほど出，暖である勺

そのため施設による f!\~jJntl;~の栽培が主流となっている・

が，昨年頃から加iM栽培を試みる農家が急柄し， j'iirJ!(， 

肥培段術の向上に怠欲的に取り組むようになっているの

従来から菊の栽l官L 定植時のj百行性のli1)1:，施肥労

力の l院ìM~等の課題をか与えており，このため肥培管理を

主にした栽培技術等が見直されている。 Jこの解決策のー」

片品，

ザー

J~ として，故，;5:新しい)j~'tl として n:H さ hて米たコーテ

ィング肥料による施肥を以上げることにしたっ

コーテ、ィシゲ肥料を取りあげた理由

施!l巴方法や施肥;詰;等，栽培情ヲ111の現状凋在を行なった

*!ii ~~，特に肥料による恨傷み症状が多かつだことと，施

ij巴の省力化が"t!まれていることが指針泊された。

これらの問題解決策とじて，羽根のあたりが~Iô市に緩慢

でJ 且つ多量出肥しでも濃度押(i~;:の起り町n.、コーティンl

グ!肥料を取り上{ず，肥料の効取をft定することにしたゥ

初年の51年度は 2戸の農家を対象に，実際の政府の態

様等について調査をt;，肥料の使nJ方法や， コーティーン

クポ肥料について農家の考え方等を担握し，、 52:¥ド!立は一日

'YJ状況について険討を行なった。

実際面での施肥の態様

51年度は 100タイアの!肥料を施し試みたが， J以降Jljjの

肥効がやぷ $11i，，，、と感じられたため， 52年度は 140タ fソ

の肥料を栽暗に供した。

試験にあた恥つ!ては， iI占i々の農家の施ぷIJ[f九従iとから
の栽j古管理のill異もあるが，大体表 1 に九一;すような :ì~\， Jil\

概要のほか，次のような設定J¥項を{、jけ加えた。

1. 330m2当たり立ーーティング)肥料として 60k9全品:芯
_.ー・"・ー._._.-.ー山.-・m ・一.-._..._..._.ー剛山ー周目・・圃ー._.四・ー・ー山・ー・ー・周回『・_.-岨ー・ー・圃ー山ー・ー・山・ー._.・回ー._...._.ー・白・ーー--..，.・ー.-・・
この推測は， IJlm率が対照区の86%に対L，NF-lOO， 180/Kではそれ

ぞれ77，7~9-b と，やや低下したことからも裏付けられる。結果として小成

の比本が高〈なり.収貫主の{革かな減少を招いたのであろう。現地悶場での

発芽試験で発茅率が高くなった場合にも，同様な傾向が認められているの

で，矯種監を減らじ適正株数を維持すれば，増収が:WJ待できるはずである。

さらにエーティ μグ肥料を使えば.慣行施肥の半分近く Iz:.施肥量を下げ

第 5図収穫球の等

級別分布

ることが可能である点にも，注目すべき

である。第4表にコ{ティング肥料の主主

索i容出 ~l;.を示したが，収穫時にNF-lOO 

てーは若手， NF-l80ではかなり肥料がま

だ伐存している。また土壊中のJl/~料段

皮，とくに窪来i農度も償行区I乙比べかな

り高かった(第 5~長) ，当初より，慣行

l乏の7割しか施肥していないため，栽培

期間中に溶出した窒素量はNF-l(川区で

慣行区の約62%，NF-l80区で約47%に

しかすぎない。

NF寸前区では収量の低下がやや大き

いので，肥効不足と考えられるが， NF 

-100区では収量にほとんど差がないこと

から，流亡少なしほぽ一定レ4ノレの肥

料がたえず供給される場合にはj 慣行の
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6O~70%の施肥で+分であるととが実証
慣行されたといえる。

これらの結果，コーティング肥 NF-I00 

料を使えば施肥量が少なくて済 NF-180 
慣行 NF-IOO . NF.-J80 

むこと，濃度障害のみられない

ことと"追肥が不要であるといった利点のあることが明

らかになった。

さらに施肥につし、ては，ブザグウムir誌によるlj(1W創立

との関連が問題となる。アンモニア態窒素の~J~IJ 合が，';:)く

なると，病気の発生が増え，--)j ， 行灰施ljーにより発~I::，

が抑えられることが指摘されている (WOLTZら1975)。

また開花期以後， とくに 9 月の窒素吸収はJ~R恨の乾物本

を低下させ，球恨の腐敗241を高める誘凶となることが指

摘されており，施肥した意表の肥効が 8月末で切れるこ

とが，球根腐敗の防止七重更とされる (dl恨 1976)。先述

のコーテインク守肥料区においては?収穫l時まで宝来のlJ巴

効が残っていたので，溶出の早L、NF-100タ fブなどを

用い，窒素の溶出を早めることが必要と考えられる。

第 4表 コーティンゲ肥料窒素溶出率

1><: 

66，6 

91130 H 

88，0'ノ。7可ドー 100
NF -180 

チッソ旭肥料・富士肥料研究所による。

第 5表 収穫時における土壌中の肥料濃度

0，72*事

0，71 

0，97 

※mg/l∞g乾土※※mg当量/l00g乾土 チッソ旭肥料・富士肥料研
究所による.
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肥(慣行施肥量の80%) 良いということが，ほ X一致した意見であった。

2. 新しい土壌，あるいは，前作栽培のなかったとこ なお，収穫期における調査では，追肥はしないと云う

ろには使用しない(塩類集積が少ない土壌の意) 当初の予定が，施肥管理の習慣から守られず，調査37人

3. 追肥はしない。 中僅かに4人だけが追肥なしの施肥管理を守った。

4. 堆肥等有機質は充分に施こすこと。 土壌の分析結果から，その差が顕著に現われ， N残量

等の条件を考慮し，試験を実施した。 が多い農家の場合20-g/1009，少ない農家で4.g/1009

表 1 管理概要 程度であった。また K20 の影響が特徴的である、ことが

試験規機 約50坪、100坪、150坪等(農家の箱設規模の相異)

対象，i数 37fiの農家

品穐 月舟、天ヶ原(月舟がかなり多い1

コーティング肥料タイプ ロング140

定相直 8年月内上収殉旬}~下(1-旬2月(収一槽部19月定植の農家もあり )

調資時期 生育初期、収穫期

土司度調を PH，EC、N、Pρs、Kρ、置換性ーC.、M，(収樋期)

収俺 12月-2月

調査調査は生育初期(10月)と年内収穫期 02月)， 

および 1--2月収穫期(1月)の 3因。調査対象は，主に

土壌条件の行動と生育状況で，更に栽培者の意見を取り

まとめることにした。なお品質の基準としては，草丈と

茎の太きは図 lに掲げた要領で査定の目安とした。

図1 収種期の草丈と茎の太さ

顕著に現われ，生育，品質とも良好なところほど，土壌

中の K20の残量が少なかったこと，更に，農家の意見

としては，収穫直前の肥効が少し物足りない感じがする

とのことであった。

本試験において，コーティング肥料によって栽培され

た菊の切花については，品質，収量とも従来農家が出荷

してきたものに比べ，決して劣るものではなかった。む

しろ，今まで数回の追肥を必要としていたところが，追

肥なし，あるいは 1聞で済んだことから，施肥省力の意

味でコーティング肥料の効果は大きかった。

考察および今後の方向 試験の結果および農家の意見

を総合すると，次のようである。

1) 恨傷みがな〈活着性が非常に良い.

2) コーティング肥料は.養分の溶出が緩慢なため生育も素直であった.

2) 収痩時の肥効が物足りない.

4) 元肥一本の施肥(追肥なし)でも，標準レベルの収穫は得られるこ

とを認めた.

等であるが，問題となるのが 3)の収穫期の肥料切れの

懸念である。 今後の解決方法としては，コーティン

グ肥料の施肥量が，慣行施肥基準の 2割減の施肥量

であったので，基準の施肥量に近づける方向，施肥

位置(コーティング肥料は根に近いほど効果が高い

と考えられる〉や，品種対応の検討等を進める。

コーティング肥料の特徴として，従来の化学肥料

や有機質肥料では，任意の期間， 肥効を持続させる

ことは不可能であったが，このコーティング肥料は

結果生育初期の段階では，根の傷みがなく生育が 任意の期間溶出をコントロールすることが可能であるこ

素直で伸びが非常に良かった。 10月採取した土壌につい とと，溶出が土壌条件(土壌種類，土壌 pH， 土壌容水

ては，土壌中のN量， pHともに個々のバラツキが目立 量等)の影響をほとんど受けないことである。

ったが，これは栽培者各人の従来からの肥培管理，土壌 また，溶脱，脱窒等の窒素損失防止，濃度障害防止，

管理等の管理差によると考えられる。他の成分について 多量施肥可能による施肥回数減等，多くの特徴をもって

は顕著な差はなし生育のパラツキも明らかでなかった。 いることから，年聞を通じ，あるいは施設内の輪作体系

農家の意見としては，定植における活着性がきわめて の中で，より良い使用方法を確立したい。

定植期 生育中期 収種期



昭和53年 3月1日 農 業 と 科 第三種郵便物認可 (5) 
... ι 
寸ー

最 近のミカン施肥について

一私はこう考える一

昭和40年以降における温州ミカンの施肥についてみる

と，生産過剰時代に対処して，従来の多肥による多収穫

栽培から品質本位の栽培技術へと転換せざるを得なくな

り，大幅な施肥量の削減や，夏肥の廃止などの改善策が

実施されてきた。

一方，全国のミカン生産量は図 lに示すように年々激

増し，昭和47年度に至って 300万トンの大台を突破する

までに伸びた。しかしこれと反対に， ミカンの市場価格

は低迷状態に陥り，品質による棉差が著しく拡大した。

図 1 ミカンの生産量と肥料代の推移
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こうした厳しい情勢に見舞われて， ミカン農家は温州、|

ミカン経営に対し生産意欲を失い，極度に施肥や土壌管

理などの農作業の手抜きが目立ち，不安定な園地が多く

見受けられるようになった。

しかるに，最近はどこのミカン産地を見ても，以前と

比べ，全般的に着葉数が少なく，樹姿の乱れた園が多く

なって，隔年結果現象や微量要素欠乏，生理障害症など

を誘発させる結果となっている。

1. 過度な施肥量削減は隔年結果性を強める

これまでに，各県の試験場で実施されたチッソ施肥の

試験結果(カンキツのチッソ施肥に関する研究集録)か

らも，一般にチッソ施用量の増加に伴って，ある程度ま

で収量は増加する傾向にある。

このことから，極端に施肥量を削減することは，温暖

愛媛県果樹試験場
主任研究員

赤松聴

多雨地帯のミカンの欠陥である浮皮の発現を軽減する効

果が甚大である反面，樹勢を衰退させ図 2に示すよう

に，隔年結果性が助長され，収量の減少が免れないばか

りか，結果的にも収量減からの品質低下ということにな

る。

図2 チッソ施肥量と収量の年次変化(赤松ら〉

20 

'63年 '64年 '65If. '6611・ '671j'. '68年 '69年 '70年 '71年 '721j'.

また， ミカン樹は他の草本作物に比べて樹体が巨大

で，樹体内の貯蔵養分や，土壌の潜在的養分に依存守る，r..::>_;・

面が多く，短年間では施肥効果は反映されないため，施

肥に対し安易に考えがちである。

しかしながら，いったん樹勢が不安定になると，毎年

安定して収量を獲得し難いばかりか，品質を高めること

は到底望められないし，また樹休の回復にも長年月を要

するので，優品安定生産への道は，あくまで，連年結果

型の樹相の樹が確保できる適正な栽培管理の実行・…ーと

いう基本の上に立って，はじめて，施肥面の品質向上策

が生きてくることになる。

2. 暫定的な夏肥の中止は品質向上に役立つ

施!把量の削減や夏肥の廃止など，品質重視の)J巴培対策

については，いろいろ論議されてきたが，施肥の中でも

チッソの節減は，果実の着色，果汁中の酸含量，浮皮果

などに影響が現われ易く，比較的高品質のミカンを得る

ことにつながる。

とくに，西南暖地に多い果肉先熱型のミカン産地で

は，浮皮果の軽減，早出し(着色の促進・食味の向上)

などの点に大きい成果がみられ3 最近はこの施肥技術

が，早生温州、|やハウスミカンを栽培するうえの施肥法と

して定着してきた。
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反対に，寒冷地のミカン産地の場合には，温暖多雨地

帯のミカンと異なり，長期貯蔵向きの形質を持った果実

であるので，むしろ夏肥を施し，果実の肥大~成熟期に

かけて多くの栄養分を吸収させておくほうが，果汁中の

成分濃度が高くなって，貯蔵期間中の味ボケ，腐敗の防

止など商品性の向上に有利である。

このように，産地の気象・立地条件により果実の形質

や出荷規格が違うので，肥培管理面においても個々の産

地条件に適合した品質改善策があっても当然であろう。

表 1 チッソ供給の時期と果実の品質(坂本・奥地〉

可溶性 ! 業中のチ・ソソ合量
占拠皮の色調 J クエン圏全甘味比

多目E期 間形物 ， (10月本)

5 -6 fl 4.2 13.07 1.35 9.6 2.70% 

7-8月 4.0 ，， 13.68 1.44，'  9.5 

9-10H 3.5 12.82 1.46 8.8 

(注) 泉氏の色調は 5.~法，務駿含量はlω"c中の g

いずれにしろ，夏~初秋の期間は， 1年中で最も養水

分の吸収が旺盛な時期であってt生産面(樹勢・収量〉

に果す役割は多大である。同時に品質面でもとの期は，

果実の成熟期で品質が左右され易く，養分(施肥)のコ

ントロールによって品質を高める絶好の時期であり，早

熟化の良策の一つでもある。

たとえ，この時期の施肥コントロールが，樹体内の養

分レベノレを低下させるにしても，寒冷地に比べ西南

暖地の産地は晩秋季の気温が高<;秋肥によって樹地力

勢回復も早いのもきして翌年への悪影響をもたら品

きない。

しかし留意すべき点は，佐賀県果樹試験場の重チ 高

ッソ試験で明らかなように，秋肥の施用時期が遅れ低

るほどその効果は漸減するため，収穫前10日'-""'2週

2;80 1 

2.88 

間頃に必ず施すように心掛けたい。

3. 土壇物理性の改善が先決である

良質のミカ γを生産する園地は，比較的肥沃の高いと

思われる平坦畑に少なしむしろ礁に富む傾斜地が多い

ように，土壌の化学的要因よりも土壌通気・透水性な

ど，土壌の物理的要因の良否t 果実品質は太きく左右

される傾向が強い。

この点から考えて，近年のように，品質中心主義的な

表3 土壇物理性の改善と果実の品質(赤松ら〕

.uι 
寸ー

栽培管理体系においては表 2のように，むやみに有機物

を多投して，土壌肥沃度(地力)を高めた土壌より，か

えって土壌物理性に恵まれた土壌条件下のほうが，良品

生産の養分供給様式に合った施肥管理が可能で、あり，と

くに早出し産地の果実の品質向上に役立つところが多

し、。

表3の1例でわかるとおり，積極的に土壌構造(主に

孔隙量〉を改善して土壌の通気・排水性が良くなれば，

根群の生育やその活力が高まることはもちろん，果実の

着色は早まり，多糖少酸の果実が得られやすい。

4. 化学肥料の特性を生かした施肥法を行う

最近，地力の低下や化学肥料の多用が懸念され始め，

有機質肥料を使用する産地が多くなってきた。

確かに，有機質肥料は化学肥料に比べ，含有成分量が

少なく，肥効が緩やかで，多肥しても肥痛みを起した

り，土壌を悪化しない無難な肥料と云える。しかし，施

肥技術の高度化した現段階では，化学肥料のほうが，そ

の特徴を生かした施肥法さえ行えば，有機質肥料よりも

経済的な肥料であり，また人為的に，養分供給を調節す

ることの出来る使利さもある。

たど，化学肥料を利用する際に配慮すべきはγ 高成分

で速効性なので，有機質肥料と同じように一度に多用す

ると，濃度障害や生育サイクルを乱す危険性があるの

表2 地力(土壌管理〉と果実の品質(坂本・奥地)

地力変化
完の;全則合杭包(%果) 果((十Bのri糖x)分 果 iiーの殿

tクエン俄g:lOOmr

の 要 因 '68年 '69年 '68}f:. '69-4三 '68年 '69年

敷ワラ 58 72 9.1 11. 2 1. 22 1. 55 

ネ果 J也 84 95 10.0 13.6 1. 01 1. 33 

(注)樹令lQ!---l3年の普通温州，敷ワラは10年以上継続

で，分施する必要がある。さもないと施肥量の多い春

肥の場合に，枝葉の生育一つをみても，頂部優勢性が強

められ，不安定な結果枝群を形成する結果となり，これ

が品質の低下，隔年結果の起因になる。

今後，有機質肥料に代って緩効性の増強的な肥料(例

えば， IB， CDU，コーチング肥料など〉の開発普及

が，中晩生カンキツ類の肥培管理上からも強く切望され

るところである。

区 果実の着色(%) 果i十の糖酸(%)

9 -10分果の割合紅檀色果の割合還元糖全糖クエン酸糖酸比

3月処理 38.9 30.7 2.96 8.43 1.087 7.8 

8-9月処理 41.7 33.6 2.89 8.20 1.081 7.6 

無処理 30:4 28.6 2.87 7.94 1.149 6.9 

(注)吹起耕式深耕機で処理する.
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レンコン栽培と施肥管理

~CDU化成による~

佐賀県白石地区農業
協同組合園芸指導課長

橋 口 昭

レンコンは，我|剥におし、ては古くからそ菜として食m 水系に展開する地味肥沃なヂmな地勢で， 水川 iI:1I和

され，その栽培史はきわめて古く，大.iEの初期から集約 5，400haの広大な水rHj也骨;;を形成しており，現在では.

な営不IJ栽培が行なわれており ， ?I~/N革命が急速に発展し 法盤整備と機械化条件も揃い， r~~J (~，王水準米作適地であ

た現在においては茨城，徳島，佐賀などが主産地で，こ る。

れらの県では，そ菜類中重要なj也(立を占めている。 このような条件の中でレンコン栽培は，普通水111を利

栽培の変遷をみると，大正末期から昭和初期において 用して稲作と複合的に行なわれており，消1'1需要の噌力11

は 3，500~4 ， OOOhaに増加してきたが，戦時中の食縄JN と安定的な価格に支えられて，遂年作付面杭も附加し

産の国策によって昭和20年には2，270haに減少し，作付 て，集団栽培の形態を確ホしている。(第 2表)

面積も最低となったが，戦後，食禍事情も次第に緩和し 第 2表佐賀レンコンの作付面積の推移

て25年頃から漸次増加し， 27年には 3，830haとなり，戦

前並みの作付而積に問復するに去った。

その後，食生活様式の変化により， レンコン消費需要

の増加と，収位性の有利さと;J:U{失って遂年増加し， 39年

には 5，160haで，95，400 tの生産に述した。昭和40年3

41年にかけては都市周辺における工場，宅地などへの転

換もあって，全|玉|的に作付の減少がみられたが， 45年か

ら米の生産調整によってレンコンへの転作がはかられ?

48年には 6，180ha， 104，400 tの生産となり史と最高と

なった。その後は48年をピーグに，やや減少傾向がみら

れる。(第 l表)

年度 作付面積 年/( 作付而i積

昭和37年 295ha 昭和47if~ 418ha 

39年 380 49年 320 

41年 288 50年 264 

43年 226 52年一 268 

45年 280 53年計両 300 

T! 作型と品種

レンコンは，周年供給の状態にあるが，当地区では‘

稲作との労力配分を考慮した 8月から，翌年 5月 l二旬ま

で出荷しつづける普通栽培が行なわれている。

IWI~重は，従来，備中種が栽培されていたが，近年，耐

第 1表レンコン生産の推 移 ( 全 同 〉

主産地の動向をみると，昭和20年までは愛知，大阪， 病性が強く，浅恨で肥大性，多収性にJ~{む支那障が導入

ついで東京，福岡など，大都市近郊の都府県が主要産地 され，現在では栽培面積の70%を占めている。

を占めていたが， 35年以降は，都市化の影響をうけ毎年 ② 整地および植付け

減少をつづけて，主要産地は交通機関の発達により，大 栽培闘場は， 2 月下旬~3 月上?旬に耕起し，植え付け

都市近郊より離れ，特産地として茨城，徳島の急増が目 前に浅く引水を行って，土塊を砕きつつ|羽田1を水平に均

立つほか，山口，佐賀などに大きく変ってきた。 らし，植え付けの 4~5 日前に元肥を施用している。

栽培の様式は，ハウス，トンネル，普通栽培にわかれ レンコンの新しい地下茎の発育の強さは，種レンコン

るが，それぞれ，産地の立地条件に立脚した栽培法が確 の大きさよりも，質的充実度によって支配されるので，

立しているが，中には 2年掘りや，条掘りが 1部の産地 頂節までよく肥大充実した中級のものを使用し， 10 a当

で行なわれている。 り400kg程度を準備し，温暖地域では， 3 月下旬~4 月

ここでは，佐賀レンコンの主産地・佐賀県白石地区に 上旬を標準に植え付けるが，事情が許せば，早植えほど

おけるレ γコン栽培の要点について述べてみたい。 発育が進み収量が多い。

白石地区は県の南西部に位置し，有明海沿岸の六角川 増収のためには，株数を確保することが大切で， 10 a 
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当り 450株植えとする。(第 1図〉 し，しかも肥大性がすぐれ，大物割合が高く， 4%程度

t植付けにあたっては，浅水とし，種レ L子コユィの長さに，屯 増収し，加えて施肥の省力化がはかられるので，労貨の

あわせて植え穴を掘り，頂芽を地表下15cm程度の深さに 節減と併せて考えると，さらに経済効果が期待できる。

植え込み(第2図)，周囲の土を丁寧に覆土する。 マ 産地での施肥例を示すと(第4表〉の通りで，緩効性

第 1図 種レン司ンの列植見取り図‘ 肥料の特質を生かし， CDU化成による全量元肥施用の

マ777アノノ/ノノノノノノ F'//〆 /υ"/' /. /' /' ， /' /' /' /'7'0.. 体系を確立し，施肥の合理化をはかつている。

植付け終了後は直ちに深水とし晩霜の危険に備える。

③ 施肥について

施肥量は，収量，特に肥大と関係が深く，肥大期に肥

効が切れると，肥大が不完全に終り，大きく減収する。

増収を前提とした 3要素それぞれの施用量は， 10a当

り窒素30kg，燐酸26kg，加里26kgを基準とする。

施肥は従来，殺菌をかねて元肥に石灰窒素，追肥に低

度化成肥料が用いられ，しかも栽培全期間にわたった湛

水状態じ極度の環元土壌条件下で， 3回の分施法がと

られていたため，多労を要する上に，施肥方法が適切で

ないと，これが初期生育を阻害し，減収の誘因となるな

ど，よく現地でもみかけられていた。

そ己で省力による生産費の低下と，施肥の合理化によ

る生産性の向上をはかるため，緩効性肥料の実用性を検

討した結果は(第 3表〉の通りである。

第3表 i緩効性肥料、施用試験ι 成績

~こ3==コ c正二コ'=コ

rid---
、

間a慢
の
L

c:::x:::x::=ョ・ 〈ま=定=::::::.
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条間2.4110 株間90cm 株数450株

第2図種レンコンの植込み分

第4表佐賀レンコン施肥基準例

肥料名

CDU燐加安S555

④病虫害防除

レンコン栽培では，腐敗病やアブラムシの発生が主

で，殊に腐敗病は致命的病害となっている。

本病に対しては，無病種レンコンの確保や，圃場を清

潔にすることは勿論であるが，腐敗病には圃場の冬季湛

水，栽培期間の深水や長期湛水が有効である。薬剤によ

る土壌処理は，石灰窒素10a当り70kgを施用する。

アプラムシは， 5月頃より発生がみられるが， 10 a当

りダイシストン 3kgを水中施薬すれば， 1ヵ月以上の防

除効果をあげることができる。

⑤一般管理

レンコンは高温性作物であるので，晩霜の危険がなく

なれば，努めて浅水として，水温や地温の上昇を促し，

茎葉の発育に努める。

① 収穫および出荷方法

一般には 8月より掘り始め，翌春の植え付けまで漸次

収穫する。産地での収量は2，000~2 ， 500kgì~~標準収量で

ある。

収穫後，生産者は出荷規格にもとづき， 5 kg入りダン

ボールに詰めて各集荷場に搬入される。

集荷場に搬入されたものについては，厳重な検査を行

なったのち，北九州地域の市場を中心に出荷している。

(10・当り収量)昭和41年 -43年 3ヶ年平均

よ」 右大物量 右総収量
大 中 屑 合計 量標準肥 標準肥料

料区対比 区対比

1 全CDU量燐加元安S555" kg kg kg kg kg % % 
元肥区 2，411 369 325 119 3，224 104.1 99.2 

2 慣行肥料区 2，315 484 301 149 3，249 100 100 

慣行肥料区に比較して，総収量では殆んど差がみられ

なかったが，緩効性肥料区では，当初から 7月中旬まで

茎葉の発育が進み，この生育状況が大物の着生数を多く


